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長用の薄上日t湧

ド曜不体の
電雷支覆活働 ,上β″,」MSDF

の文字盤が、金メッキでa取ら
れた針と政宇に良く似合う。ベ
ルトも用と赤の伝続の配色、変
わらぬ「餡と僕J。

帝目湾軍の良亡伝統を感じさせ
る上呂なデザイン。】い軍E色 ちの針の配色。自衛隊の原点を

感じさせる買案刷健で野職にも
目したデザイン。エンブレムは国
花である「桜J。

口上口,μ JCSDF停 β″,ゴAE3DF

勇猛果改な空の王者、「HJと日
月里の字自空間と飛翔するH
のエンプレム。

ダイヤルと渋めの胃灰色のベ
ルトのコンピ,〕,F常にスマート。

腔 自衛憲らしい濃いブルーの

年は中東欧やロシア企業の立地も増加し、
13年は全体の約20%を 占めた。 (wwW.jet
ro.go.jp/biZnews/5354bf82bf680)

www.bushesswiretcom/

▼米ラーソンエレク トロニクス、太陽光発電

で発火などを起こさない構造の「防爆型」
の発光ダイオー ド (LED)を 発売 (WW
w,larsonelectronics,com)

▼米エヴィ ドン、社名を「ゴーステリー」に

変更し、企業向けのマーケティングクラウ

ド管理に参入 (WWW.ghostery,com)
▼米家具販売のシティー・ ファーニチャー、

150万円レで圧縮天然ガスステーションを建

設し、配達 トラックを天然ガスで運行する
と発表 (WWW.Cityfurnitureocom)

▼自動車向け音響機器など手掛ける米ハーマ

ンインターナショナル、中国・蘇州にグロ

ーバル研究 。開発拠点を開設へ (WWW.har
man.com)

▼米ロー ドサービス最大手の トラベルセンタ
ーズ。オブ 。アメリカ、ガソリンスタンド、
レス トランなど39カ 所で無料Wi一 Fi
(無線 LAN)提 供 (WWW.tatravelcente
rs,com)

▼調査会社 リサーチ・ アンド・ マーケッツ、

北米におけるクレーン車体の需要予測を発
表 (WWW.researchandmarkets,com)

▼米バイオ薬・検査機器のオフ
°
コ・ヘルス、

イスラエルの次世代型粉末剤吸入器メーカ
ーのインスピロ 。メディカルを買収 (WW
W.Opkoocom)

▼高級カーペット製造の英ブリン トンズ、高
精密に織ったカーペットのシリーズを発表
(桁WW.brintons,co.uk)

▼米インターバル・ レジャー・ グループ、ダ
イアモンド・ リゾー ト・インターナショナ
ルとの提携期間を複数年延長すると発表
(WWW.五 lg.com)

▼スイス 。ロジテック、米アッフ
°
ルの 二Pa

d用の防護ケース 3種を発表 (WWW。 10git
ech.com)

(UNCTAD)の データを国連貿易開発会議
もとに作成

(出所)
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す
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と
し
て
隣
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瞬
も
積
極
化
。
ス
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マ
レ
ー

電
カ
ト
ゥ
ナ
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ル
な
ど
と
共
同
で

建
設
計
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に
着

の
一
部
は

マ
レ
ー

・販
売

す
る
計
画

マ
ー
で
は
提
携
先

来
と
月
肉
に
も
発

電
事
業
で
の
協
力
で
覚
書
を

交
わ
す
見
通
し
。
ベ
ト
ナ
ム

で
は
‐５
年
中
に
合
弁
会
社
を

設
立
す
る
方
針
で
、
提
携
先

の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

ブ
キ

ッ
ト

。
ア
サ
ム
は
発

電
事
業
で
１６
年
以
降
、
年
間

５
兆
７
千
億
盤

（約
５
０
０

億
円
）
の
売
上
高
を
見
込
む
。

‐３
年
の
連
結
売
上
高
の
半
鈴

に
相
当
す
る
。

売
電
事
業
に
乗
り
出
し
た

背
景
に
は
世
界
的
な
石
炭
価

格
の
下
落
が
あ
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
は
世
界
最
大
の
石
炭

輸
出
国
だ
が
、
１２
年
半
ば
以

降
の
需
要
減
や
価
格
下
落
を

受
け
、
貿
易
赤
字
や
成
長
鈍

化
に
あ
え
い
で
い
る
。
ブ
キ

ッ
ト

・
ア
サ
ム
の
業
績
も
１３

年
１２
月
期
の
連
結
純
利
益
は

１
兆
８
千
億
消
と
前
年
に
比

べ
３８
％
減

っ
た
。
そ
こ
で
目

を

つ
け
た
の
が
、
需
要
増
に

を
表
明
し
た
。
１３
年
に
は
英

蘭
系
日
用
品
大
手

ユ
ニ
リ
ー

バ
が

１
億

５
千
万

口子
を
投

じ
、
製
造
拠
点
を
増
設
す
る

計
画
を
発
表
し
た
。
増
え
続

け
る
日
系
企
業

の
進
出
を
支

援
す
る
た
め
、
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
が
１３
年
に
日
系
金

融
機
関
で
初
め
て
現
地
法
人

を
設
立
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
成
立
前
の
ト

ル
コ
は
１
９

９
５
年
、
０１

年
と
２
度
の

通
貨
危
機
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
経
済
状
況

が
悪
化
し
て
い
た
。
政
権
発

足
後
は
国
際
通
貨
基
金

（
Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
指
導
の
下
で
財
政
政

策
を
厳
格
化
。
外
資
導
入
に

も
積
極
的
な
政
策
を
採

っ

た
。０３

年
に
対
内
直
接
投
資
の

基
本
概
念
を
示
す

「
新
外
国

直
接
投
資
法

（Ｆ
Ｄ
Ｉ
法
）
」

を
制
定
。
外
資
に
よ
る
投
資

を
認
可
制

か
ら
届
出
制

と

し
、
会
社
設
立
に
必
要
な
期

間
も
大
幅
に
短
縮
し
た
。
利

益
の
国
外
送
金
の
自
由
を
保

障
す
る
な
ど
海
外
投
資
家
の

権
利
を
保
護
し
、
投
資
手
続

き
の
簡
素
化
を
図

っ
た
。

０６
年
に
は

「
企
業
誘
致
促

進
機
関
設
立
法
」
を
制
定
し

た
。
投
資
に
関
わ
る
情
報
、

サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト

ツ
プ

で
提
供
す
る
首
相
府
投
資
促

進
機
関

（Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｔ
）
を

設
立
。
窓
回
と
な
る
代
表
事

務
所
を
日
本
を
は
じ
め
世
界

各
国
に
展
開
し
た
。

ま
た
過
去
の
都
市
中
心
、

大
企
業
偏
重
の
産
業
政
策
に

よ
り
、
都
市
と
地
方
お
よ
び

大
企
業
と
中
小
企
業
の
間
に

格
差
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
解

消
す
る
と
と
も
に
、
経
常
赤

字
の

一
因
で
あ
る
中
間
財
依

存
の
産
業
構
造
の
転
換
な
ど

を
目
的
に
、
各
種
の
投
資
奨

励
策
を
打
ち
出
し
た
。

く

経済面の実績に支持

可
熟
馨
爾
芽
ぽ

大

さ
が
受
け
、
過
去
１
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に
仕
事
　

ン゙
▼

嘘
湖
巧
け
た
人
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％
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た
り
候
補
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絞
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込
ん
だ
り

す
る
ネ

ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
。

ア
ジ
ア
進
出
を
加
速
し
て
お

り
、
今
月
Ｈ
日
に
バ
ン
グ
ラ
デ

シ

ュ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
求
人
情
報

最
大
手

「
ｂ
ｄ
ｊ
ｏ
ｂ
ｓ
」
の

株
式
２５
％
を
５
０
０
万

，レ
ド

（約

５
億
１
０
０
０
万
円
）
で
取
得
。

２
月
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
ジ

ョ

ブ
ス
ト
リ
ー
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

求
人
事
業
を
５
億
２
３
６
９
万

，レ
ド
で
買
収
し
た
。
す
で
に
タ
イ

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
、
プ
ラ

ジ
ル
な
ど
世
界
１２
カ
国
で
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。

バ
サ

ッ
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
海
外
売

上
比
率
を
現
在
の
４
割
か
ら
引

き
上
げ

「
８
割
を
目
指
す
」
と

現
地
紙
に
語

っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア

ヘ
の
積
極
攻
勢
が
好
感
さ

れ
、
株
価
は
２
０
０
５
年
４
月

の
上
場
時
の
２

・
‐５
豪

，レ
ド

（約

２
０
４
円
）
に
比
べ
、
今
や
約

７
倍
に
上
昇
し
て
い
る
。

求
人
広
告
以
外
に
、
大
学
や

専
門
学
校
と
提
携
し
た
教
育

・

訓
練
事
業
な
ど
も
展
開
し
、
収

益
の
柱
を
増
や
し
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い
る
。

（シ
ド
ニ
ー
＝
高
橋
香
織
）

《会社概要》
▽本 社 メルボルン市
▽設 立  1997年     ´

▽代表者  アン ドリュー・バサ ッ
｀ 卜最高経営責任者 (C
EO)

▽売上高  6億 2020万豪同レ
(2013年 6月期 )

▽純利益  2億 3960万豪日レ(向上 )
にと)1豪ドル==約 95円

産
業
の
高
度
化
を
狙
い
、

０８
年
施
行
の

「新
研
究
開
発

法
」
を
は
じ
め
企
業
の
研
究

開
発
に
対
す
る
税
務
優
遇
、

資
金
援
助
な
ど
の
施
策
を
採

っ
た
。
地
域
格
差
是
正
を
巡

つ
て
は
‐２
年
に

「
新
投
資
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
法
」
を
施
行
。

低
開
発
地
域
の
投
資
促
進
を

狙
い
、
全
国
を
開
発
レ
ベ
ル

別
に
６
つ
に
分
け
て
優
遇
措

置
を
定
め
た
。

Ａ
Ｋ
Ｐ
政
権
は

「
建
国
１

０
０
周
年
と
な
る
囲
年
に
経

済
規
模
で
世
界
ト

ッ
プ
ー０
入

り
、
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

２
万
５
千

，レ
ド
に
」
と
い
う
野

心
的
な
目
標
を
掲
げ
る
。
８

月
大
統
領
選
に
向
け
た
駆
け

引
き
な
ど
不
安
定
要
素
は
依

然
残
る
が
、
統

一
地
方
選
で

国
民
の
支
持
を
確
認
し
た
Ａ

Ｋ
Ｐ
政
権
の
経
済
運
営
の
下

で
、
ト
ル
コ
ヘ
の
外
資
企
業

の
進
出
機
運
は
続
く
と
み
ら

れ
る
。

比
べ
土
地
収
用
の
難
航
な
ど

で
供
給
能
力
拡
大
が
進
ま
な

い
石
炭
火
力
発
電
だ

っ
た
。

Ｐ
Ｌ
Ｎ
に
よ
る
と
１２
年
に

５
３
０
０
万

ン
ト
だ

っ
た
発
電

用
石
炭
の
消
費
量
は
、
１９
年

に
は
１
億
１
７
０
０
万

ント
に

倍
増
す
る
見
通
し
。
人
口
増

や
家
電
の
普
及
、
製
造
業
の

成
長
が
加
速
し
、
電
力
需
要

に
供
給
が
追
い
つ
か
な
い
懸

念
が
高
ま

っ
て
い
る
。

■ ■経済発展によってモノが一巡
した現在の中国では、消費者が
求める品質や機能の水準が急速
に高くなりました。さらに、巨
大な人口と広大な国土を背景
に、顧客層や地域による違いも
非常に複雑です。

そのため中国市場では多様な製品
の投入と他社製品との違いを打ち出
すことが、他の新興国以上に重要で
す。日本や欧米の企業では既に中国
向け製品をスピーディーに市場に投
入するため、中国国内での研究開発

中国開拓、技術で売り込み
日本総合研究所 総合研究部門主任研究員 吉 田 買・哉氏

機能を強化し、本国を介さずに開発
できるようになってきていますd
完成品メーカーから部品メーカー
ヘの要求も、以前の製品の低価格化
から、最近では製品の差異化や高付
加価値化につながる提案をより重視
するように変化しています。そのた
め部品メーカーの営業担当者には顧
客と技術面の提案や助言を含むやり
取りの必要性が高まっています。

技術に強い営業担当者を現地に配
置した日本の部品メーカーA社は、
部品の補修・ 交換頻度や摩耗状況か
ら完成品の問題点を把握できるよう
になりました。それを生かし、価格
や性能、寿命のバランスを最適化し
た提案を素早く行うようにしたとこ

ろ顧客からは)卜常に好評でした。A
社は日本企業との取引拡大のほか、
欧米企業や中国企業からの新規受注

にも成功しました。

顧客を納得させ、営業の成功率を
高めるためには、自社の提案の技術
的な裏づけを一定程度説明しなけれ
ばならなくなる事例も少なくありま
せん。ただし、守秘義務契約や技術
のブラックボックス化などの配慮が
十分になされていないと、アイデア
が盗まれてしまうこともあるので、
注意が必要です。

完成品メーカーの課題を技術面も含め
理解できる営業の渚用が重要に
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